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論点No.101

重大事故対策 －原子炉の蒸気で動かす原子炉冷却系の停電時の現場操作－
ワーキングの詳細
はこちらから

（注）本資料は、ワーキングチームにおける論点及び検証結果を分かりやすく表現することを目的とし、できる限り平易な記載としています。

第20回ワーキング
（2022.2.21）で議論

電源喪失時における原子炉隔離時冷却系
の手動操作の成立性の評価においては、
作業場所は耐火服を装着した上で入室で
きる温度であることも考慮していること
を確認。

原子炉隔離時冷却系※は、原子炉の蒸気
でポンプが動くため、外部電源がなくて
も使えるとのことだが、中央制御室から
遠隔操作ができない場合、高温の蒸気が
通るポンプを線量が高い現場で操作でき
るのか。

○現場手動操作による原子炉隔離時冷却系の起動

現場手動操作による原子炉隔離時冷却系の起動

• 電源喪失により、中央制御室からの操作で
原子炉隔離時冷却系（RCIC）の起動が行え
ない場合、現場での手動操作を行う必要が
ある。

※原子炉隔離時冷却系
沸騰水型原子炉において、異常な事態が発生し、通常

の系統による原子炉への給水ができなくなった時に、原
子炉の蒸気を駆動源とするポンプによって給水する系統

現場操作による原子炉隔離時冷却系の起動
タイムチャート

• 要員は防護具（自給式呼吸用保護具及び耐
火服）を装着

• 原子炉隔離時冷却系ポンプ室の室温は、手
動操作が想定される環境においても通常運
転時と同程度と評価され、入室可能

• 原子炉隔離時冷却系ポンプ室への入室は起
動時のみであり、その後は速やかに退室す
る手順

• 手動操作は、作業開始を判断してから原子
炉隔離時冷却系による原子炉圧力容器への
注水開始まで125分以内で可能と評価

https://www.pref.ibaraki.jp/seikatsukankyo/gentai/anzen/nuclear/anzen/tokaidaini_wt_kekka.html
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